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第
十
二
節
第
五
大
学
区
墾
学
校
　
朋
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
四
月
十
日
、
丈
部
省
は
従
来
の
八
大
学
区
及
び
大
学
本
部
を
改
め
、
東
京
府
に
第
一
大
学
区
大
学
本
部
を
、
愛
知
県
に
第
二
大
学
区
大
学
本
部
を
、
大
阪
府
に
第
三
大
学
区
大
学
本
部
を
、
広
島
県
に
第
四
大
学
区
大
学
本
部
を
、
長
崎
県
に
第
五
大
学
区
大
学
本
部
を
、
新
潟
県
に
第
六
大
学
区
大
学
本
部
を
、
宮
城
県
に
第
七
大
学
区
大
学
本
部
，
を
そ
れ
ぞ
れ
置
く
こ
と
と
し
、
各
大
学
区
を
三
十
二
中
学
区
に
、
各
中
学
区
を
二
百
十
小
学
区
に
分
け
、
更
に
中
学
区
は
人
口
約
十
三
万
を
標
準
と
し
て
一
中
学
校
を
、
小
学
区
は
人
口
約
六
百
を
目
標
と
し
て
一
小
学
校
を
建
て
、
全
国
に
七
大
学
、
二
百
五
十
六
中
学
校
、
五
万
三
千
七
百
六
十
小
学
校
を
設
け
る
企
図
で
あ
っ
た
。
　
当
時
の
政
府
の
理
想
は
同
年
八
月
二
β
に
太
政
官
が
発
し
た
布
告
第
二
百
十
四
号
、
学
事
奨
励
に
関
す
る
被
仰
出
書
に
明
ら
か
で
、
「
今
般
文
部
省
に
於
て
学
制
を
定
め
、
追
々
教
則
を
も
改
正
し
、
布
告
に
及
ぶ
べ
き
に
つ
き
、
自
今
以
後
、
一
般
の
人
民
（
華
士
族
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
卒
農
工
商
及
婦
女
子
）
必
ず
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
小
学
校
の
課
程
は
、
尋
常
小
学
、
女
児
小
学
、
村
藩
小
学
、
貧
人
小
学
、
私
塾
小
学
及
び
幼
稚
小
学
に
分
け
、
尋
常
小
学
の
課
程
は
男
女
と
も
上
下
二
等
と
し
、
共
に
四
年
の
修
学
期
間
と
し
た
。
　
中
学
校
も
上
下
二
等
に
分
け
、
年
令
に
よ
っ
て
入
学
者
を
定
め
た
。
　
大
学
は
高
尚
の
学
術
を
伝
え
る
専
門
教
育
機
関
と
し
て
、
理
学
、
文
学
、
法
学
及
び
医
学
に
分
け
、
卒
業
者
に
学
士
の
称
号
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
六
年
三
月
二
十
八
日
、
文
部
省
布
達
第
三
十
六
号
に
よ
っ
て
、
第
一
大
区
医
学
校
（
東
京
医
学
校
）
が
欧
洲
の
高
上
な
学
校
の
規
模
に
擬
し
て
医
学
教
育
を
進
め
る
た
め
、
本
科
予
科
を
設
け
、
二
年
の
予
科
を
経
て
五
年
の
本
科
に
入
ら
し
め
る
こ
と
を
示
し
、
九
月
一
日
よ
り
新
生
徒
、
百
人
一239一
　
　
　
第
十
二
節
　
　
第
五
大
学
区
験
学
校
を
募
集
す
る
旨
を
達
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
四
月
十
日
に
、
前
記
の
大
学
区
の
改
正
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
長
崎
の
竪
学
校
に
達
せ
ら
れ
た
の
は
同
月
下
旬
で
、
讐
学
校
よ
り
県
に
届
け
出
た
の
は
同
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
。
　
「
明
治
六
年
壬
申
、
女
部
省
布
達
留
附
出
張
所
往
復
、
学
務
掛
（
課
）
」
に
次
の
文
書
が
見
え
る
。
　
（
朱
）
　
第
四
十
二
号
　
八
大
学
区
々
分
之
儀
井
大
学
本
部
等
学
制
二
掲
載
相
示
置
候
処
今
般
詮
　
議
ノ
次
第
有
之
更
二
別
紙
之
通
及
改
正
候
条
此
段
相
達
候
也
　
　
　
明
治
六
住
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
卿
大
木
喬
任
　
大
学
区
ノ
分
画
改
正
ス
ル
左
ノ
如
シ
　
第
一
大
学
区
　
　
東
京
府
埼
玉
県
木
更
津
県
印
旛
県
茨
城
県
栃
木
県
山
梨
県
神
奈
川
県
入
間
県
足
柄
県
新
治
県
マ
ヤ
郡
馬
県
宇
都
宮
県
　
計
一
府
十
二
県
東
京
府
ヲ
以
テ
大
学
本
部
ト
ス
第
二
大
学
区
　
愛
知
県
　
　
　
浜
松
県
　
岐
阜
県
　
　
　
三
重
県
　
度
会
県
　
　
筑
摩
県
　
石
川
県
　
　
　
敦
賀
県
　
静
岡
県
　
計
九
県
愛
知
県
を
以
大
学
本
部
ト
ス
第
三
大
学
区
大
阪
府
兵
庫
県
堺
　
　
県
飾
磨
県
高
知
県
岡
山
県
京
都
府
奈
良
県
私
歌
山
県
豊
岡
県
名
東
県
滋
賀
県
　
計
二
府
十
県
大
阪
府
ヲ
以
大
学
本
部
ト
ス
第
四
大
学
区
　
広
島
『
県
　
　
　
　
鳥
取
県
　
島
根
県
　
　
　
北
条
県
　
小
田
県
　
　
　
　
浜
田
県
　
山
口
県
　
　
　
愛
媛
県
　
計
八
県
広
島
（
県
）
ヲ
以
テ
大
学
本
部
ト
ス
第
五
大
学
区
一240一
長
崎
県
　
　
　
　
佐
賀
県
白
川
県
　
　
　
　
宮
崎
県
　
鹿
児
嶋
県
　
　
　
　
小
倉
県
　
大
分
県
　
　
　
　
福
岡
県
　
三
潴
県
　
　
計
九
県
長
崎
（
県
）
ヲ
以
大
学
本
部
ト
ス
第
六
大
学
区
　
新
潟
県
　
　
　
　
柏
寄
県
　
置
賜
県
　
　
　
　
酒
田
県
　
若
松
県
　
　
　
　
長
野
県
　
相
川
県
　
　
　
　
新
川
県
　
　
計
八
県
新
潟
県
ヲ
以
大
学
本
部
ト
ス
第
七
大
学
区
　
宮
城
県
　
　
　
　
磐
前
県
　
福
篤
県
　
　
　
　
山
形
県
　
水
沢
県
　
　
　
　
岩
手
県
　
秋
田
県
　
　
　
　
青
森
県
　
　
計
八
県
宮
城
県
ヲ
以
テ
大
学
本
部
ト
ス
当
校
之
義
是
マ
テ
第
六
大
学
区
二
候
処
今
般
第
五
大
学
区
二
改
正
相
成
候
旨
本
省
ヨ
（
リ
）
相
達
二
付
此
段
為
御
心
得
申
進
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
大
学
区
　
　
明
治
六
年
四
月
廿
九
日
　
・
　
　
盤
学
校
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
　
　
　
　
長
崎
県
　
御
中
　
こ
こ
に
長
崎
の
第
六
大
学
髪
医
学
校
は
第
五
大
学
盤
医
学
校
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
四
月
十
七
目
に
は
文
部
省
布
達
第
五
十
一
号
を
以
て
学
制
が
追
加
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
こ
う
。
　
さ
て
、
第
五
大
学
区
蟹
学
校
の
印
章
を
改
刻
し
て
長
崎
県
に
届
出
た
が
、
そ
れ
は
五
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
朋
轟
舞
霧
課
霧
簿
に
よ
．
て
そ
の
屈
を
示
そ
う
．
　
当
校
印
章
改
刻
候
二
付
今
後
為
御
照
準
鑑
符
壱
枚
相
添
御
廻
し
申
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
大
学
区
　
　
　
明
治
六
任
五
月
廿
七
目
　
　
　
難
学
校
　
　
　
　
長
崎
県
　
御
中
　
同
書
に
は
貧
困
学
生
に
対
す
る
明
治
六
年
十
二
月
七
目
に
廃
さ
れ
た
貸
費
生
規
則
に
基
く
対
策
と
し
て
、
文
部
省
と
長
崎
県
と
の
間
に
往
復
し
た
給
費
関
係
文
書
が
あ
る
の
で
、
次
に
掲
げ
よ
う
。
　
其
県
生
徒
別
紙
姓
名
書
之
者
共
第
六
大
学
区
医
学
校
二
於
テ
学
業
試
験
　
致
候
処
後
来
成
業
之
目
的
有
之
候
得
共
貧
困
ニ
ジ
テ
学
資
難
自
弁
依
テ
　
即
今
ヨ
リ
向
何
年
間
学
資
給
貸
願
出
候
然
二
医
学
校
入
舎
之
儀
ハ
極
減
　
少
致
候
テ
大
凡
一
ケ
月
七
八
円
入
費
相
掛
ケ
候
得
ハ
修
業
相
成
候
間
本
　
人
申
立
之
通
実
以
父
兄
親
族
ヨ
リ
右
ノ
学
資
支
給
難
相
成
者
哉
其
実
否
一241一
　
　
第
十
二
節
　
　
第
五
大
学
区
盤
学
校
厳
猪
取
判
不
名
訂
窟
搬
蒔
傍
畑
灘
伝
揃
　
明
治
六
年
四
月
四
日
第
六
大
学
区
医
学
校
給
貸
願
出
生
徒
姓
名
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
士
族
　
　
向
フ
五
年
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
五
ケ
年
五
月
十
二
日
返
事
済
（
朱
）
　
　
　
　
　
　
　
　
貸
費
五
年
間
願
　
　
　
　
　
　
　
　
同
長
崎文
県部
　省
川
原
邦
太
郎
諸
藤
小
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
邦
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
藤
小
太
郎
右
之
者
第
五
大
学
区
長
崎
医
学
校
二
於
テ
学
資
難
自
弁
官
金
給
貸
願
出
学
業
試
験
之
上
願
之
通
リ
許
可
二
相
成
二
付
而
者
本
人
共
申
立
之
通
リ
身
許
貧
富
之
次
第
相
違
無
之
哉
厳
密
取
糺
可
申
出
段
兼
而
相
達
置
候
義
二
有
之
右
者
即
今
差
急
き
候
義
二
付
詳
細
取
糺
可
申
出
此
段
更
二
相
達
候
也
　
　
明
治
六
年
第
四
月
廿
八
日
　
　
　
　
文
部
省
三
等
出
仕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
不
二
麿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
崎
　
県
な
お
、
同
年
十
月
三
日
に
至
り
、
文
部
省
三
等
出
仕
田
中
不
二
麿
は
諸
県
に
対
し
、
文
部
省
所
轄
学
校
の
生
徒
中
、
学
資
を
自
弁
し
難
い
者
に
対
す
る
処
置
を
朋
示
し
た
。
即
ち
「
学
資
自
弁
難
致
給
貸
願
出
候
モ
ノ
身
許
貧
富
之
実
否
取
調
可
届
出
旨
相
達
候
処
中
ニ
ハ
本
人
父
兄
等
之
書
面
ノ
、
・
・
相
添
届
出
候
向
モ
有
之
不
都
合
二
候
条
自
今
は
戸
長
等
之
調
書
モ
相
添
貧
富
判
然
相
分
候
様
可
屈
出
此
旨
相
達
候
事
」
と
達
し
た
の
で
あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
日
、
校
長
坂
井
直
常
は
元
大
村
士
族
川
原
三
八
郎
が
、
長
崎
県
に
お
い
て
差
支
え
な
け
れ
ば
至
急
第
五
大
学
区
盤
学
校
に
雇
入
れ
た
い
か
ら
と
掛
合
っ
た
。
こ
れ
は
用
度
局
に
採
用
す
る
た
め
で
、
坂
井
直
常
は
こ
の
こ
と
を
長
崎
県
及
び
長
崎
県
横
山
権
参
事
に
宛
て
て
願
出
、
更
に
五
月
十
三
日
に
再
度
願
出
た
が
、
五
月
十
九
日
に
、
学
務
課
は
第
四
十
三
大
区
戸
長
と
掛
合
の
上
、
川
原
川
八
郎
の
長
崎
盤
学
校
出
仕
の
こ
と
と
知
っ
て
、
更
に
、
川
原
三
八
郎
を
長
崎
県
に
出
頭
を
命
じ
た
が
、
学
校
に
採
用
し
た
様
子
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ま
だ
長
崎
県
庁
に
は
報
知
が
な
く
、
旅
費
の
渡
方
に
差
問
が
あ
る
か
ら
、
辞
令
を
早
々
に
回
達
す
る
よ
う
に
と
医
学
校
に
宛
て
て
丈
書
を
発
し
た
。
そ
こ
で
即
日
、
医
学
校
よ
り
川
原
三
八
郎
を
月
給
十
二
円
で
出
仕
さ
せ
て
い
る
等
、
長
崎
県
に
報
告
一242一
し
た
。
事
務
の
遅
延
は
甚
だ
迷
惑
な
手
間
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
手
落
ち
は
や
が
て
長
崎
の
盤
学
校
の
廃
止
に
ま
で
導
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
五
年
二
月
十
一
目
に
文
部
省
に
設
け
ら
れ
た
医
務
課
は
翌
六
年
三
月
二
十
八
日
に
至
り
、
医
務
局
に
昇
格
し
た
。
そ
し
て
同
年
六
月
十
五
日
、
太
政
官
は
文
部
省
に
対
し
、
医
制
の
研
究
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
医
務
局
長
長
与
専
斎
が
活
躍
の
機
を
持
つ
に
至
る
訳
で
あ
る
が
、
同
年
七
月
九
目
に
は
府
県
病
院
及
び
会
社
病
院
の
設
立
状
況
を
調
査
し
、
十
二
月
に
至
っ
て
文
部
省
は
太
政
官
に
対
し
、
医
制
に
関
す
る
伺
を
提
出
し
た
。
　
処
で
、
「
明
治
五
年
ヨ
リ
明
治
七
年
迄
、
管
下
布
達
書
抜
、
学
務
課
、
長
崎
県
第
五
課
」
に
よ
れ
ば
、
十
月
二
十
三
目
、
県
令
宮
川
房
之
は
第
八
十
八
号
を
以
て
、
各
区
区
戸
長
に
対
し
、
医
師
の
家
塾
を
開
く
者
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
布
達
を
発
し
、
文
部
省
第
一
〇
一
号
に
よ
っ
て
学
校
設
立
を
行
な
う
べ
き
こ
と
を
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
　
戸
　
長
　
工
　
医
師
家
塾
相
開
キ
医
術
教
授
ス
ル
者
ハ
以
佳
自
今
共
渾
テ
文
部
省
第
百
　
壱
号
布
達
之
雛
形
二
照
準
可
願
出
候
此
旨
相
達
候
事
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
明
治
六
年
十
月
廿
三
目
長
崎
県
令
　
　
宮
　
川
房
　
之
一243一
